
講座番号 433 体 系 区 分 専 門 研 修 主 催 京都府総合教育センター

令和３年度

「指導と評価の一体化」を目指す中高外国語科教育講座Ⅱ
～ＣＡＮ－ＤＯリストの活用を目指す～

実施要項

講座のねらい
ＣＡＮ－ＤＯリスト、ＣＥＦＲ、ルーブリック等について理解を深め、学習指導要領の

趣旨を踏まえた「指導と評価」について学び、指導力の向上を図る。

京都府教員等
ステージ２ 中堅期（７年～１５年） 観点：学習指導

の資質能力の
・学習指導要領等に基づき、内容の系統性も踏まえて効果的な授業を展開できる。

向上に関する
・学習過程や成果に対して的確な評価や評定を行い、授業改善に生かすことができる。

指標との対応

受 講 対 象 外国語科担当教諭（中学校、義務教育学校後期課程、高等学校、特別支援学校中学部
及び高等部）

定 員 ７０名

日 時 令和３年１０月２２日（金） １３：００～１７：００

会 場 各所属校においてオンライン受講

講義題等 内 容
13:00

実践発表 実践から学ぶ ・学習指導要領の趣旨を踏まえた指導と評価の在り方につい

て、具体的実践から学ぶ。

京丹後市立峰山中学校 教 諭 岩 佐 真 諭
東京外国語大学大学院 教 授 投 野 由紀夫

14:10
講 義 Ⅰ 新学習指導要領を見据えた ・ＣＥＦＲに基づくＣＡＮ－ＤＯリストの作成とその活用の

・ 「指導と評価」について 在り方を学ぶ。

演 習 Ⅰ
東京外国語大学大学院 教 授 投 野 由紀夫

15:30
講 義 Ⅱ 「指導と評価」の改善へのア ・「ルーブリック」の作成とその活用の在り方を学ぶ。

・ プローチ
演 習 Ⅱ

東京外国語大学大学院 教 授 投 野 由紀夫
17:00

そ の 他 ＜受講方法＞ 講座実施日の１週間前を目処に電子メールにてお知らせします。
＜受講報告＞ 受講終了後、「研修講座の受講報告」を作成し、管理職が取りまとめの上、ＰＤＦ形式にて

提出期限までに電子メールで提出してください。
提出期限：令和３年10月25日（月）

提出先等：研修・支援部（ed-center-kensyu@kyoto-be.ne.jp）

件名は「講座番号 学校名 氏名」（例：433 △△高 京都 千太）としてください。

＜準備物＞ 中学校、義務教育学校後期課程及び特別支援学校中学部担当教諭

・「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語編」

・自校のＣＡＮ－ＤＯリスト

高等学校及び特別支援学校高等部担当教諭

・「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外国語編・英語編」

・自校のＣＡＮ－ＤＯリスト

・担当部……研修・支援部 TEL：075-612-2952




